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運転･建設状況の概要 
（平成 28 年１月 13 日～平成 28 年３月 28 日） 

 
平成 28 年３月 28 日 

福井県安全環境部 

原子力安全対策課 
 

１． 運転･建設状況の概要                           [添付－１] 

今期間の運転状況は、計画外の原子炉停止が１件、計画的な原子炉停止が１件あった。現在、    

定期検査を実施している発電所は 12 基である。 
 
(1) 計画外に原子炉を停止した発電所 

・ 高浜発電所４号機「発電機自動停止に伴う原子炉自動停止」（平成 28 年２月 29 日原子炉停止） 

（原子炉起動：平成 28 年２月 26 日  ２月 29 日、並列操作中に原子炉自動停止） 
 
(2) 計画停止した発電所 

・ 高浜発電所３号機（大津地方裁判所における高浜発電所３、４号機の再稼働禁止の仮処分命令のため） 

（平成 28 年３月 10 日原子炉停止） 
 
(3) 定期検査を実施中の発電所 

・ 敦賀発電所１号機：第 33 回定期検査※（平成 23 年 １ 月 26 日 ～） 

・ 敦賀発電所２号機：第 18 回定期検査※（平成 23 年 ８ 月 29 日 ～） 

・ 美浜発電所１号機：第 25 回定期検査※（平成 22 年 11 月 24 日 ～） 

・ 美浜発電所２号機：第 27 回定期検査※（平成 23 年 12 月 18 日 ～） 

・ 美浜発電所３号機：第 25 回定期検査※（平成 23 年 ５ 月 14 日 ～） 

・ 大飯発電所１号機：第 24 回定期検査※（平成 22 年 12 月 10 日 ～） 

・ 大飯発電所２号機：第 24 回定期検査※（平成 23 年 12 月 16 日 ～） 

・ 大飯発電所３号機：第 16 回定期検査※（平成 25 年 ９ 月 ２  日 ～） 

・ 大飯発電所４号機：第 15 回定期検査※（平成 25 年 ９ 月 15 日 ～） 

・ 高浜発電所１号機：第 27 回定期検査※（平成 23 年 １ 月 10 日 ～） 

・ 高浜発電所２号機：第 27 回定期検査※（平成 23 年 11 月 25 日 ～） 

・ 高浜発電所４号機：第 20 回定期検査※（平成 23 年 ７ 月 21 日 ～） 
※：敦賀発電所１号機および美浜発電所１、２号機の定期検査は廃止措置計画の認可をもって終了とみなされる。 

 
(4) 今期間に定期検査を終了した発電所 

・ 高浜発電所３号機：第 21 回定期検査※（平成 24 年２月 20 日 ～ 平成 28 年２月 26 日） 
（原子炉起動：平成 28 年１月 29 日  調整運転開始：２月１日  営業運転再開：２月 26 日） 

 
(5) 高速増殖原型炉もんじゅの状況 

原子炉施設の安全確保のために必要な機器・設備の保全対策として、燃料取扱設備や１次系

冷却設備等の点検を実施している。 
 
(6) 原子炉廃止措置研究開発センター（ふげん）の状況 

平成 27 年９月１日から第 28 回定期検査を実施し、平成 28 年１月 26 日に終了した。今定期

検査においては、原子炉等規制法に基づき、使用済燃料の取扱いまたは貯蔵に係る設備につい

て検査を実施した。 
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２．特記事項 

(1) 発電用原子炉施設に係る新規制基準への対応について 

県内原子力発電所 10 基（建設中および運転を終了した発電所を除く）のうち、８基が新規制

基準適合性に係る申請を行っている。このうち、２基※１が審査を終了し、６基※２が審査を継続

している。 
※１：高浜発電所３，４号機 

※２：敦賀発電所２号機、美浜発電所３号機、大飯発電所３，４号機、高浜発電所１，２号機 
   

[今期間、補正申請等を行ったプラント] 

①美浜発電所３号機                          [資料 No.3-1 p.353] 

（工事計画認可申請） 

関西電力は、主要機器等（約 70 設備）について、基準地震動（993 ガル）に基づく耐震安

全性評価を行い、平成 28 年２月 29 日に、その結果等を追加した工事計画認可申請の補正書

を原子力規制委員会に提出した。 

 

②高浜発電所１，２号機                [資料 No.3-1 p.140,146,152,353] 

  （原子炉設置変更許可申請） 

関西電力は、平成 28 年１月 22 日、内部火災対策に係る非難燃ケーブルの防火対策等を反

映した補正書を提出した。その後、関西電力は、美浜発電所３号機の審査における活断層評

価の変更を踏まえ、高浜発電所への影響評価を行い、基準地震動および基準津波に変更がな

いことを確認するとともに、その評価結果等を反映した補正書を２月 10 日に再提出した。 

原子力規制委員会は、２月 24 日、原子炉設置変更許可申請書の審査書案を取りまとめ、

２月 25 日から３月 25 日までの期間で科学的・技術的意見の募集を行った。 

（工事計画認可申請） 

関西電力は、基準地震動（700 ガル）に基づく耐震安全性評価を行い、平成 28 年１月 22

日および２月 29 日に、その結果等を追加した補正書を原子力規制委員会に提出した。 

 

(2) 運転期間延長認可申請等の補正について 

① 美浜発電所３号機                              [添付－２] 

関西電力は、原子炉格納容器内の主要機器等（約 10 設備）について、基準地震動（993

ガル）に基づく耐震安全性評価を行い、平成 28 年３月 10 日に、その結果等を反映した運転

期間延長認可申請および保安規定変更認可申請の補正書を提出した。 

 

② 高浜発電所１，２号機                        [資料 No.3-1 p.353] 

関西電力は、平成 28 年２月 29 日、基準地震動（700 ガル）に基づく耐震安全性評価の結

果等を反映した運転期間延長認可申請等および保安規定変更認可申請の補正書を提出した。 

 

(3) 敦賀発電所２号機の高経年化技術評価（冷温停止状態※が維持されることを前提とした 30 年目

の評価）について                             [資料 No.3-1 p.360] 

日本原電は、平成 29 年２月 17 日に運転開始後 30 年を迎える敦賀発電所２号機について、冷

温停止状態が維持されることを前提とした高経年化技術評価を行うとともに長期保守管理方針

を策定し、平成 28 年２月 15 日、原子力規制委員会に対し保安規定変更認可申請を行った。ま

た、同日、県と敦賀市に対し、高経年化技術評価書を提出した。 
 
※：原子炉の運転を停止し、原子炉に装荷されている燃料および使用済燃料ピットに保管されている使用済燃料を冷

却維持している状態。 
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(4) 高速増殖原型炉もんじゅについて 
① 「もんじゅ」の在り方に関する検討会について 

知事は、平成 28 年３月 23 日、「もんじゅ」の在り方に関する検討会（第５回）に出席し、 

・エネルギー基本計画に位置付けられたもんじゅの役割を、長期的視野に立ち、覚悟を持っ

て取り組まなければ問題は解決できず、曖昧な先送りを繰り返す不作為は許されない 

・国は、様々なエネルギー問題を総合的に判断し、責任を持って進めるための組織体制を作

り、もんじゅの今後の方向性と運営主体を検討すべき 

等の意見を述べた。 

 

(5) 美浜発電所１，２号機および敦賀発電所１号機の運転終了を踏まえた｢原子力発電所周辺環境の安全 
確保等に関する協定書｣の改定および｢原子力発電所の廃止措置等に関する協定書｣の締結について 

[資料 No.3-1 p.362] 

美浜発電所１，２号機および敦賀発電所１号機が運転終了となったことを踏まえ、県・立地

市町および事業者は、平成 28 年２月 10 日、｢原子力発電所周辺環境の安全確保等に関する協定

書｣の改定を行うとともに、新たに｢原子力発電所の廃止措置等に関する協定書｣を締結した。 

今回の改定では、協定の目的に｢廃止措置に伴う安全確保｣を明記した。また、新たに締結し

た協定では、協定の目的に｢廃止措置に係る特有の課題への対処｣や｢安全対策、環境保全対策お

よび地域振興対策の継続的な実施｣を明記した。 

 
(6) 美浜発電所１，２号機および敦賀発電所１号機の廃止措置計画について [資料 No.3-1 p.373,381] 

県は、平成 28 年２月 12 日、関西電力および日本原電から、美浜発電所１、２号機と敦賀発

電所１号機の廃止措置計画について事前連絡を受けた。これに対し県は、使用済燃料の中間貯

蔵施設の県外立地の着実な実行、放射性廃棄物の県外処分場の確保、具体的な工事内容や工程

等を定めた廃炉工事発注計画の速やかな作成および地元企業への丁寧な説明を求めた。 

同日、関西電力および日本原電は原子力規制委員会に対し、美浜発電所１、２号機および敦

賀発電所１号機の廃止措置計画認可申請を行った。 

 

(7) 総合資源エネルギー調査会基本政策分科会について 

知事は、平成 28 年２月 22 日、総合資源エネルギー調査会の基本政策分科会（第 20 回）に委

員として出席し、電力自由化の中で円滑な廃炉を進めるため、海外の事例を参考に、廃止措置

の資金確保に関する新たな仕組みの検討が必要である等の意見を述べた。 

 

(8) 県内原子力発電所の 2015 年（平成 27 年；暦年）稼働実績について      [資料 No.3-1 p.390] 

2015 年における県内原子力発電所の稼働実績は、全ての発電所が停止していたことから、発

電電力量は０kWh、時間稼働率および設備利用率は０％であった。 
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３．安全協定に基づく異常事象の報告                                  [資料 No.3-1 p.50] 

 

今期間、安全協定に基づき報告された異常事象は３件あった。いずれの事象も周辺環境への放

射能の影響はなかった。 

 

(a) 今期間、安全協定に基づき報告された異常事象（３件） 

件 

番 
発電所名 件    名 

国への 

報告区分

① 大飯発電所 

３，４号機 

 

発生 

(H28.2.2) 

終結 

(H28.2.3) 

 

[資料 No.3-1 

 p.53 参照] 

 

特定重大事故等対処施設の設置に係る作業トンネル工事に

おける協力会社作業員の負傷 
・２月２日、作業トンネルの工事中、重機に吊り下げられ

た資材を降ろす際、重機のブームが旋回し、作業員が資

材に押され、削岩機に左ひざをぶつけ、負傷した。 

・調査の結果、作業監督者から重機の停止位置の変更指示

を受け、重機の操作者が移動確認のため、運転席から身

を乗り出したところ、重機のブーム操作用レバーに接触

したため、ブームが旋回し、資材の吊り降ろしを補助し

ていた当該作業員が被災したものと推定された。 

・対策として、作業関係者に対して、重機の吊り降ろし操

作を中断する場合には、作業者を重機周辺から退避させ

ることや、重機の操作用レバーをロックするなど、基本

事項の遵守等を周知した。 

― 

② 高浜発電所 

４号機 

 

発生 

(H28.2.20) 

終結 

(H28.2.22) 

 

[資料 No.3-1 

 p.55 参照] 

 

「一次系床ドレン注意」警報の発信について 

・ ２月 20 日、一次冷却材系統の昇温に向け化学体積制御系

統の水をほう素熱再生系統に通水した際、「一次系床ドレ

ン注意」警報が発信し、現場にて、原子炉補助建屋の脱

塩塔室前の床面に水溜りを確認した。 

・ 原因は、Ｂ－冷却材脱塩塔の弁の一部のボルトに適正な締

付けトルクがかかっていなかったことから、通水操作によ

る系統の圧力の一時的な上昇に伴い、当該弁から漏えいし

たものと推定された。 

・ 対策として、当該弁および一次冷却水が流れる系統の同種

の弁（弁駆動軸が水平方向の弁）について、適正に締め付

けられていることを確認するとともに、締め付けにあたっ

ては、作業場所に適した工具を選定するなど、作業に留意

することを弁作業手順書に反映した。 

― 
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件 

番 
発電所名 件    名 

国への 

報告区分

③ 高浜発電所 

４号機 

 

発生 

(H28.2.29) 

 

 

[資料 No.3-1 p.57、 

添付－３参照] 

 

発電機自動停止に伴う原子炉自動停止 

・ ２月 29 日、並列操作を実施したところ、「主変・発電機

内部故障」の警報が発信し、発電機、タービンおよび原

子炉が自動停止した。現地リレー盤において、当該警報

の発信要素（リレー動作）を確認したところ、主変圧器

の故障を示す検出回路が動作していた。 

・ 調査の結果、並列操作時において、今回の定期検査で交

換したリレーの代替として、当該リレーを、主変圧器を

流れる電流の差を検知する運用から、系統全体に流れる

電流を検知する運用に変更していた。 

・ その際、発電機と送電系統の位相差により生じる瞬間的

な潮流の影響を考慮した動作設定値としていなかったた

め、当該リレーが並列時に発生した送電系統側から発電

機側への潮流を検知し、動作したものと推定された。 

・ 対策として、当該リレーを、主変圧器の定格以上の電流

が系統に流れないことを監視する運用とし、設定値を変

更する。 

法律 

 



添付１－１ 

 

 

 

 

 
 

１．運転または建設中のプラント（設備容量 運転中：10基 計 1008.8 万 kW、建設中：1基 計 28.0 万 kW） 

        項 目 

発電所名 
現状 

利用率・稼働率（％） 発電電力量（億 kWh） 

平成 27 年度 運開後累計 平成 27 年度 運開後累計 

日本原子力発電㈱ 
 
敦 賀 発 電 所 

２号機 
定期検査中 

(H23. 8.29～未定) 

０．０
  

０．０

６５．１
 

６５．２
０．０ １,９２２．９

日本原子力研究開発機構 
 
高速増殖原型炉もんじゅ 

性能試験中 

（停止中） 

――――― 

（H22. 5. 6 10：36 原子炉起動、H22. 5. 8 10:36 臨界) 

関 西 電 力 ㈱ 
 
美 浜 発 電 所 

３号機 
定期検査中 

(H23. 5.14～未定) 

０．０
 

０．０

６２．６
 

６３．２
０．０ １,７８０．２

関 西 電 力 ㈱ 
 
大 飯 発 電 所 

１号機 
定期検査中 

(H22.12.10～未定) 

０．０
 

  ０．０

５８．３
 

５９．１
０．０ ２,２１７．３

２号機 
定期検査中 

(H23.12.16～未定) 

０．０
 

０．０

６４．５
 

６５．０
０．０ ２,４０７．９

３号機 
定期検査中 

(H25. 9. 2～未定) 

０．０
 

０．０

６９．８
 

６９．８
０．０ １,７４８．６

４号機 
定期検査中 

 (H25. 9.15～未定）

０．０
 

０．０

７３．８
 

７３．４
０．０ １,７６０．７

関 西 電 力 ㈱ 
 
高 浜 発 電 所 

１号機 
定期検査中 

(H23. 1.10～未定) 

０．０
 

０．０

６１．５
 

６１．９
０．０ １,８３８．６

２号機 
定期検査中 

(H23.11.25～未定) 

０．０
  

０．０

６２．４
 

６２．８
０．０ １,８１９．２

３号機 
計画停止中 

(H28. 3.10～未定 

８．５
 

８．５

７３．０
 

７２．３
５．９ １,７３２．６

４号機 
定期検査中 

(H23. 7.21～未定) 

０．０
 

０．０

７２．１
 

７１．７
０．０ １,６９０．８

 合 計 
０．９

 
０．８

６５．６
 

６５．７
５．９ １８，９１９．４

(注１) 利用率・稼働率・電力量は平成 28 年２月末現在、累計は営業運転開始以降。また、利用率・稼働率は四捨五入、電力量は切り捨て。 

(注２) 利用率等の合計値は、敦賀発電所１号機および美浜発電所１、２号機を除いた計算値。 

 

２．運転を終了したプラント 

        項 目 

発電所名 
現状 利用率・稼働率累計（％） 発電電力量累計（億 kWh）

日本原子力発電㈱ 
 
敦 賀 発 電 所 

１号機 廃止（H27. 4.27） 

（定期検査中*
（H23.1.26～））

６０．１ 
 

６２．４ 
８４７．３ 

関 西 電 力 ㈱ 
 
美 浜 発 電 所 

１号機 
廃止（H27. 4.27） 

（定期検査中*
（H22.11.24～)）

４８．２ 
 

５０．２ 
６３８．０ 

２号機 
廃止（H27. 4.27） 

（定期検査中*
（H23.12.18～)）

５７．４ 
 

５８．７ 
１,０７５．２ 

＊：法律上、定期検査は廃止措置計画の認可を受けた日をもって終了とみなされる。(利用率等は運転開始から運転終了(H27.4.27 24:00)までの累計値) 

 

原子力発電所の運転および建設状況 
原子力安全対策課 

平成28年３月28日現在 

（上段）設備利用率＝            ×100（％） 
発電電力量 

 
認可出力×暦時間 

発電時間 
 

暦時間 
（下段）時間稼働率＝            ×100（％） 
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３．各発電所の特記事項（平成 28 年３月 28 日時点） 

（１）運転中のプラント 

（２）運転を終了したプラント 

※：定期検査は廃止措置計画の認可をもって終了とみなされる。 

（３）建設中のプラント 

（４）廃止措置中のプラント  

発電所名 特記事項 

原子炉廃止

措置研究開発 

センター 

（ふげん） 

廃止措置中（H20.2.12 ～） 
・ カランドリアタンクおよび重水冷却系のトリチウム除去作業実施中（H21. 9. 2 ～） 
・ 劣化重水貯槽、重水貯槽等のトリチウム除去作業実施中（H25. 8.26 ～） 
・ ブースターポンプ等の放射性腐食生成物の除去作業実施中（H27.10.13 ～） 
・ ブースターポンプ等の解体撤去作業中（H27.10.27 ～） 

第 28 回定期検査中（H27.9.1～ H28.1.26） 

発電所名 特記事項 

敦賀２号機 
○一次冷却材中の放射能濃度上昇 
・発電停止（H23.5.7 17:00）、原子炉停止（H23.5.7 20:00） 

第 18 回定期検査中（H23.8.29 ～ 未定） 

美浜３号機 第 25 回定期検査中（H23.5.14 ～ 未定） 
・発電停止（H23.5.14 11:00）、原子炉停止（H23.5.14 12:59） 

大飯１号機 

第 24 回定期検査中（H22.12.10 ～ 未定） 
・発電停止(H22.12.10 10:00)、原子炉停止(H22.12.10 11:25)  
・原子炉起動（H23.3.10 19:00）、臨界（H23.3.11 0:40） 
・調整運転開始（H23.3.13 11:00） 

○Ｃ－蓄圧タンク圧力低下 
・発電停止（H23.7.16 19:48）、原子炉停止（H23.7.16 20:53） 

大飯２号機 第 24 回定期検査中（H23.12.16 ～ 未定） 
・発電停止（H23.12.16 16:00）、原子炉停止(H23.12.16 18:35) 

大飯３号機 第 16 回定期検査中（H25.9.2 ～ 未定） 
・発電停止（H25.9.2 23:00）、 原子炉停止（H25.9.3 1:06） 

大飯４号機 第 15 回定期検査中（H25.9.15 ～ 未定） 
・発電停止（H25.9.15 23:00）、原子炉停止（H25.9.16 1:33） 

高浜１号機 第 27 回定期検査中（H23.1.10 ～ 未定） 
 ・発電停止（H23.1.10 10:03）、原子炉停止（H23.1.10 12:20） 

高浜２号機 第 27 回定期検査中（H23.11.25 ～ 未定） 
 ・発電停止（H23.11.25 23:02）、原子炉停止(H23.11.26 2:26) 

高浜３号機 

第 21 回定期検査終了（H24.2.20 ～ H28.2.26） 
・発電停止（H24.2.20 23:00）、原子炉停止（H24.2.21 3:50） 
・原子炉起動（H28.1.29 17:00）、臨界（H28.1.30 6:00）、調整運転開始（H28.2.1 14:00） 
・営業運転開始（H28.2.26 16:23） 

○計画停止 
・発電停止（H28.3.10 17:02）、原子炉停止（H28.3.10 19:59） 

高浜４号機 

第 20 回定期検査中（H23.7.21 ～ 未定） 
・発電停止（H23.7.21 23:00）、原子炉停止（H23.7.22 2:08） 
・原子炉起動（H28.2.26 17:00）、臨界（H28.2.27 6:00）、並列（H28.2.29 14:01） 
・発電機自動停止に伴う原子炉自動停止（H28.2.29 14:01） 

発電所名 特記事項 

敦賀１号機 第 33 回定期検査中（H23. 1.26 ～ 未 定※） 

美浜１号機 第 25 回定期検査中（H22.11.24 ～ 未 定※） 

美浜２号機 第 27 回定期検査中（H23.12.18 ～ 未 定※） 

発電所名 特記事項 

もんじゅ 設備保全対策（H24.4.2 ～） 
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４．原子力規制委員会への申請状況（平成 28 年３月 28 日時点） 

（１）新規制基準適合性に係る申請を行ったプラント 
発電所 申請 申請日 補正書提出日 許認可日

敦賀 ２号機 

原子炉設置変更許可 H27.11.5 - - 

工事計画認可 - - - 

保安規定変更認可 H27.11.5 - - 

美浜 ３号機 

原子炉設置変更許可 H27.3.17 - - 

工事計画認可 H27.11.26 H28. 2.29 - 

保安規定変更認可 H27.3.17 - - 

大飯 ３、４号機 

原子炉設置変更許可 H25.7.8 - - 

工事計画認可 
３号機 

H25.7.8 
H25.8.5 

- - 

４号機 
H25.7.8 
H25.8.5 

- - 

保安規定変更認可 H25.7.8 - - 

高浜 

１、２号機 

原子炉設置変更許可 H27.3.17 H28. 1.22, H28. 2.10 - 

工事計画認可 
１号機 H27.7.3 

H27.11.16, H28. 1.22, 
H28. 2.29 

- 

２号機 H27.7.3 H27.11.16 - 

保安規定変更認可 - - - 

３、４号機 

原子炉設置変更許可 H25.7.8 
H26.10.31, H26.12. 1, 
H27. 1.28 

H27.2.12 

工事計画認可 
３号機 

H25.7.8 
H25.8.5※ 

H27. 2. 2, H27. 4.15 
H27. 7.16, H27. 7.28 

H27.8.4 

４号機 
H25.7.8 
H25.8.5※ 

H27. 2. 2, H27. 4.15 
H27. 9.29 

H27.10.9 

保安規定変更認可 H25.7.8 H27. 6.19, H27. 9.29 H27.10.9 

※：平成 27 年２月２日の補正書に平成 25 年８月５日の申請内容を含めたため、平成 25 年８月５日の申請を取り下げた。 

 ：前回の協議会（平成 28 年１月 12 日）以降に申請されたもの 

 
（２）運転期間の延長に係る申請を行ったプラント 

発電所 申請 申請日 補正書提出日 認可日 

美浜３号機 
運転期間延長認可（運転期間 60 年）※ H27.11.26 H28. 3.10 - 

保安規定変更認可（高経年化技術評価など） H27.11.26 H28. 3.10 - 

高浜１、２号機 
運転期間延長認可（運転期間 60 年）※ H27.4.30 

H27. 7. 3, H27.11.16 
H28. 2.29 

- 

保安規定変更認可（高経年化技術評価など） H27.4.30 
H27. 7. 3, H27.11.16 
H28. 2.29 

- 

※：原子炉等規制法において、運転期間は 40 年とされているが、その満了に際し、原子力規制委員会の認可を受けることで、

１回に限り 20 年を上限として延長が可能とされている。 

 ：前回の協議会（平成 28 年１月 12 日）以降に申請されたもの 

 

５．燃料輸送実績（平成 28 年１月 13 日～３月 28 日） 

＜新燃料輸送＞  

  なし 

 

＜使用済燃料輸送＞ 

  なし 
 

６．低レベル放射性廃棄物輸送実績（平成 28 年１月 13 日～３月 28 日） 

  なし 
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美浜発電所３号機の運転期間延長認可申請の補正書等の提出について 

平成２８年３月１０日 

関西電力株式会社 

当社は本日、原子力規制委員会に対して、美浜発電所３号機の運転期間延長

認可申請の補正書等を提出しました。 

運転期間延長認可申請については、特別点検の結果を含めた高経年化技術評

価を行った上で、長期保守管理方針を策定し、６０年までの運転期間を想定し

ても問題がないことを確認したことから、平成２７年１１月２６日に、原子力

規制委員会に申請書を提出するとともに、原子炉施設保安規定変更認可申請書

についても提出しました。 

その後、原子炉格納容器内の主要機器等に対して、最大加速度９９３ガルと

した全ての基準地震動（全２４波）に基づく耐震安全性評価等を実施した結果、

６０年までの運転期間を想定しても問題がないことを確認したことから、本日、

原子力規制委員会に補正書を提出するとともに、原子炉施設保安規定変更認可

申請の補正書についても提出しました。今後、残りの補機等について、引き続

き最大加速度９９３ガルの基準地震動に基づく耐震安全性評価を実施し、準備

が整い次第､補正書を提出する予定です。 

以 上

添付資料：美浜発電所３号機の運転期間延長認可申請の補正書等の概要
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件番 ３ 

発電所名 高浜発電所４号機 

発生事象名 発電機自動停止に伴う原子炉自動停止 

発生年月日 平成 28 年２月 29 日 

終結年月日  

発生時プラント状況 第 20 回定期検査中 

系統設備名 電気設備 

国への報告区分 法律 

INES(国際原子力・放射
線事象評価尺度)評価 評価中 

事象概要  

平成28年２月29日14時１分、並列操作を実施したところ、「主変・発電機内部故障」の警報

が発信し、発電機、タービンおよび原子炉が自動停止した。現地リレー盤において、当該警報

の発信要素（リレー動作）を確認したところ、主変圧器の故障を示す検出回路が動作していた。

このため、発電機自動停止回路が動作し、発電機が自動停止に至ったと推定された。 

調査の結果、発電機、主変圧器および動作した当該リレー（M87B）等の設備や計器に

異常は確認されなかった。また、今回の並列操作は、手順通り操作が行われていたこと

を確認した。 

並列操作時の当該リレーの運用について確認した結果、今回の定期検査で交換した発電機

内部故障の検出用リレー（G87）の代替として、当該リレー回路の一部をロックした状

態で、発電機から主変圧器までの系統における故障を検出する運用としていた。 
また、並列操作時には発電機と送電系統の電力の位相差によって瞬間的な潮流が生じ

るが、今回の並列時には、送電系統側から発電機に向かって、当該リレーの動作設定値

（主変圧器の定格出力の30％）を上回る潮流（約35％）があったことを確認した。 

 

原因  

当該リレーについて、主変圧器を流れる電流の差を検知する運用から、系統全体に流

れる電流を検知する運用に変更したが、発電機と送電系統の位相の差により生じる瞬間

的な潮流の影響を考慮した設定値としていなかったため、当該リレーが並列時の送電系

統側から発電機側への潮流を検知し、動作したものと推定された。 
 

対策  

当該リレーについて、並列時の潮流の影響を評価し、計器の誤差等を考慮しても定格

以上の電流が流れないことを監視できる設定値（90％）とする。 

当該リレーを含め、保護リレーの運用変更等を伴う工事を発注する際は、メーカーに

対して過渡変化時を含めた定量的な影響評価を行うことを義務づけるとともに、関西電

力がこの評価結果を確認することを社内規定に定める。 

今回の発電機・変圧器保護リレー盤取替工事の関係者に対して、過渡変化時の潮流に

関する教育を実施するとともに、メーカーで実施する対策の実施状況を確認する。 
なお、今回の定期検査において実施した全ての工事のうち、設備の追加等に伴い、設

定値を変更したものについて、妥当性を確認するとともに、最終のヒートアップ（一次

系冷却材系統の昇温・昇圧）開始以降に暫定的な運用を行う機器について、プラントの

過渡変化に対応できることを確認する。 
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並列
（開閉器「⼊」）

発電機 主変圧器 送電線側特⾼開閉所

Ｍ８７Ｂ

開閉器

②リレー（Ｍ８７Ｂ）
・Ｇ８７の代替として使⽤
・動作設定として、主変圧器の
定格電流（１０５４Ａ）の
３０％（３１６Ａ）とした

同期検定器

③並列時の送電系統と発電機
の電⼒の位相差により、瞬間
的に、送電線側から発電機側
に主変圧器の定格電流の
約３５％の電流（３６９A）が流れた

①リレー（Ｇ８７）
・定期検査において取替えを実施
・発電機５％出⼒にて健全性確認後に使⽤予定

送電系統との位相差１０°以内で
並列可能（インターロック）

Ｇ８７

高浜発電所４号機の原子炉自動停止について
（原因・対策）

送電側

発電機側
（今回の並列のタイミング）
位相差６°〜８°

30％(316A)

100％(1054A)
定格電流

動作域

90％(949A)

100％(1054A)
定格電流

対策前 対策後

0％(0A)

並列時に流れた
⼀時的な電流
35％(369A)

0％(0A)

動作域

機器の故障の影響が送電系統側へ
拡⼤することを防ぐため、定格電流
の１００％以下で、検出計器の誤差
等を考慮し設定

＜設定値３０％の根拠＞
主変圧器本体の⼊⼝側電流
と出⼝側電流の差分を検知
するために設定していたが、
今回は⼀時的に過電流リレー
として使⽤
（設定値は３０％のまま使⽤）

（１）Ｇ８７の取替に伴い、Ｍ８７Ｂを暫定運⽤する検討を⾏った際に、過渡的な電流変化を想定した設定値と
なっていなかった。

（２）メーカに⼯事を発注した際に、Ｍ８７Ｂの設定値について、過渡的な電流変化を踏まえた影響評価を⾏うよう
要求していなかった。

原因

並列操作時

・並列時に発⽣する過渡的な電流値の変化（位相差±10°以内における電流増加）を考慮し、並列時のＭ８７Ｂ
の暫定的な設定値を90%にする。
・メーカーに対して過渡的変化時を含めた定量的な電流評価を義務付けるよう、調達要求に明記する。
・今回の発電機・主変圧器保護リレー盤取替⼯事関係者に対して、過渡的変化時の潮流※に関する教育を実施する
とともに、メーカーで実施する対策の実施状況を確認する。

対策

（＊：電⼒系統内の電⼒の流れ）

同種事象の再発防止に向けた取り組み

所内変圧器

所内機器

ＭG８７A

・今回の定期検査において実施した全ての⼯事（約1800件）のうち、設備の追加、改造を⾏ったものを抽出（36件）
し、保護リレー、⽔位計、警報の設定値等の妥当性を再検証する。
・最終のヒートアップ（⼀次冷却材系統の昇温・昇圧）開始以降に暫定的な運⽤を⾏う機器について、プラント過渡
変化に対応できることを確認する。
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